
は
じ
め
に

「
清
貧
譚
」（「
新
潮
」

｜
１
、
昭

・
１
・
１
）は
、
中
国
清
の
時
代
の
蒲

松
齢
に
よ
る
怪
異
小
説
集
『
聊
斎
志
異
』
中
の
一
篇
「
黄
英
」
に
取
材
し
た
翻

案
小
説
で
あ
る
。
作
品
冒
頭
に
は
、
太
宰
治
本
人
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
な

〈
作
者

に
よ
る
前
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
読
者
は
こ
れ
が

『
聊
斎
志
異
』
の
翻
案
で
あ
る
な
ど
の
情
報
を
得
る
の
だ
が
、
同
時
に
、「
私
の

新
体
制
」
と
し
て
の
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
発
掘
」
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
る
。
作
者
本
人
に
引
き
付
け
過
ぎ
る
と
、
作
品
の
自
立
性
を
認
め
な
い
こ

と
に

が
る
危
険
が
あ
る
。
し
か
し
「
清
貧
譚
」
の
場
合
は
、
作
品
そ
の
も
の

に
〈
作
者

の
創
作
態
度
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て

テ
ー
マ
を
読
み
解
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
冒
頭
部
と
物
語
本
文
と
を
合
わ
せ

て
「
清
貧
譚
」
と
い
う
一
個
の
作
品
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。
で
は
「
清
貧

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論

五
五

譚
」
に
お
い
て
実
践
さ
れ
た
〈
作
者

に
と
っ
て
の
「
新
体
制
」、
そ
し
て

「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
発
掘
」
と
は
何
な
の
か
。
本
稿
は
、
こ
の
冒
頭
部
の
意

味
を
考
え
、
併
せ
て
「
黄
英
」
の
翻
案
で
あ
る
物
語
本
文
を
も
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、『
新
釈
諸
国
噺
』（
昭

・
１
）、『
お
伽
草
紙
』（
昭

・

）
等
へ

と
続
い
て
い
く
翻
案
小
説
群
の
、
一
つ
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
作
品
を
位
置

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一

ま
ず
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
原
典
と
は
異
な
る
舞
台
・
時
代
等
の
設
定
を
見

て
い
き
た
い
。「
以
下
に
記
す
の
は
、
か
の
聊
斎
志
異
の
中
の
一
篇
で
あ
る
」

と
始
め
な
が
ら
、「
清
貧
譚
」
の
舞
台
は
中
国
清
の
時
代
の
順
天
で
は
な
く
、

「
江
戸
」
時
代
の
「
向
島
あ
た
り
」
で
あ
る
。
登
場
人
物
も
、
馬
子
才
は
馬
山

才
之
助
、
陶
三
郎
は
陶
本
三
郎
、
黄
英
（
こ
う
え
い
）
は
〈
き
え

と
読
ま
せ

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論

米

田

幸

代



る
な
ど
、
日
本
の
話
に
置
き
換
え
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
日
本
の
江
戸
時
代
の
話

に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
同
時

期
の
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」（
昭

・

昭

・
６
）
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
は
「
愛
と
美
に
つ
い
て
」（
昭

・
５
）
の
続
編
と
も
い
え

る
作
品
だ
が
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
断
り
書
き
が
あ
る
。

そ
の
ま
へ
に
一
つ
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

私
の
之
か
ら
の
叙
述
の
全
部
は
、
現
在
こ
と
し
の
、
入
江
の
家
の
姿
で
は

な
く
、
四
年
前
に
私
が
ひ
そ
か
に
短
篇
小
説
に
取
り
い
れ
た
そ
の
時
の
入

江
の
家
の

囲
気
に
他
な
ら
な
い
と
い
ふ
一
事
で
あ
る
。
い
ま
の
入
江
家

は
、
少
し
違
つ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
は
つ
き
り
言
へ
ば
、
現
在
の
入
江
家

は
、
私
に
と
つ
て
、
あ
ま
り
興
味
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
部
分
が
執
筆
さ
れ
た
昭
和
一
五
年
を
振
り
返
る
と
、
六
月
、
近
衛
文
麿

が
枢
密
院
議
長
を
辞
任
、
新
体
制
推
進
運
動
の
決
意
表
明
を
し
、
九
月
、
日
独

伊
三
国
軍
事
同
盟
調
印
、
一
〇
月
、
大
政
翼
賛
会
発
足
等
、
日
中
戦
争
長
期
化

に
伴
い
挙
国
一
致
体
制
の
強
化
が
着
々
と
遂
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
な

か
で
「
現
在
の
入
江
家
は
、
私
に
と
つ
て
、
あ
ま
り
興
味
が
な
い
」
と
わ
ざ
わ

ざ
断
っ
て
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
は
始
ま
る
。「
四
年
以
前
に
く
ら
べ
て
、
い
さ
さ

か
暗
く
な
つ
て
ゐ
る
」
入
江
家
で
は
な
く
、〈
作
者

は
あ
え
て
昔
の
明
る
い

入
江
家
を
描
き
た
が
る
の
だ
。
昭
和
一
五
年
の
時
点
か
ら
「
四
年
前
」
と
な
る

と
昭
和
一
一
年
、
日
中
開
戦
前
の
時
代
に
設
定
を
し
直
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
「
四
年
前
」
の
入
江
家
を
描
く
こ
と
へ
の
執
着
は
、
作
品
の
筋
書
き
そ
の

も
の
に
不
可
欠
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、〈
作
者

は
繰
り
返
し
「
現
在
の
入

江
家
」
を
否
定
す
る
。「
あ
ま
り
興
味
が
な
い
」
と
い
う
の
は
入
江
家
に
向
け

ら
れ
た
言
葉
と
い
う
よ
り
も
、
戦
争
と
い
う
強
烈
な
流
れ
に
従
っ
て
動
か
さ
れ

る
当
時
の
社
会
に
対
す
る
太
宰
の
本
音
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
清
貧
譚
」
の
才
之
助
は
、
ひ
た
す
ら
菊
を
愛
し
、「
祖
先
か
ら
の
多
少
の
遺

産
」
に
よ
っ
て
生
活
、
黄
英
・
三
郎
の
姉
弟
に
巡
り
会
っ
て
以
後
は
「
大
邸

宅
」
の
住
人
と
な
り
、「
一
生
あ
そ
ん
で
暮
せ
る
」
財
産
ま
で
手
に
入
れ
る
。

昭
和
一
五
年
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
を
覗
く
と
、「
国
民
生
活
の
再
建
に
住
宅

は
重
大
問
題
／
こ
こ
に
も
贅
沢
は
許
さ
れ
な
い
」（
８
・

）、「
政
府
か
ら
一

億
円
／
大
衆
住
宅
建
設
」（
９
・

）
な
ど
し
き
り
と
住
宅
難
を
伝
え
る
記
事

や
、「
か
あ
い
ゝ
菜
園
／
空
地
を
利
用
し
よ
う
」（
９
・

）
の
よ
う
に
、
趣
味

で
観
賞
用
の
菊
を
育
て
る
才
之
助
と
は
対
照
的
に
、
食
料
増
産
の
た
め
に
空
地

を
畑
に
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
記
事
、「
勤
労
新
体
制
／
要
綱
閣
議
決
定
／
勤

労
は
皇
民
の
責
任
」（

・
９
）
と
、
趣
味
に
生
き
る
な
ど
許
さ
れ
な
か
っ
た

当
時
の
状
況
を
伝
え
る
記
事
、
等
が
目
に
つ
く
。
こ
こ
に
挙
げ
た
才
之
助
の
生

活
は
、
元
々
原
典
に
も
書
き
込
ま
れ
て
お
り
太
宰
の
創
作
で
は
な
い
が
、
わ
ざ

わ
ざ
日
本
の
江
戸
時
代
を
舞
台
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
太
宰
は
「
清
貧
譚
」
に

「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
同
様
、
古
き
佳
き
時
代
に
対
す
る
郷
愁
を
籠
め
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
中
国
と
い
う
外
国
で
は
な
く
日
本
の
江
戸
時
代
と
す
る
こ
と
で
、

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論

五
六



平
和
だ
っ
た
時
代
に
引
き
比
べ
、
執
筆
当
時
の
世
の
中
の
暗
さ
が
一
層
引
き
立

っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
以
下
に
記
す
の
は
、
か
の
聊
斎
志
異
の
中
の
一
篇
で
あ

る
」
と
原
典
の
存
在
を
大
き
く
示
し
、「
古
典
や
他
人
の
日
記
を
隠
れ
蓑
に
し

て
」
現
状
に
対
す
る
不
満
を
暗
に
述
べ
る
と
い
う
姿
勢
が
看
て
取
れ
る
。

二

次
に
、「
私
の
新
体
制
も
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
発
掘
以
外
に
は
無
い
や
う

だ
」
の
一
節
に
関
し
て
、「
清
貧
譚
」
執
筆
・
発
表
当
時
の
社
会
や
文
壇
の
状

況
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
昭
和
一
五
年
、
六
月
に
近
衛
文
麿
が
、「
強
力
な

る
挙
国
政
治
体
制
を
確
立
す
る
の
必
要
は
何
人
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自

分
は
今
回
枢
密
院
議
長
を
拝
辞
し
斯
く
の
如
き
新
体
制
の
確
立
の
為
に
微
力
を

さ
ゝ
げ
度
い
と
思
ふ
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
夕
刊
、
６
・

）
と
声
明
し
て
枢

密
院
議
長
を
辞
任
し
て
以
後
、
日
本
は
「
新
体
制
」
旋
風
と
い
う
べ
き
も
の
に

包
ま
れ
た
。
新
聞
・
雑
誌
の
至
る
と
こ
ろ
に
「
新
体
制
」
の
文
字
が
踊
る
な
ど
、

昭
和
一
五
年
の
世
相
を
代
表
す
る
言
葉
だ
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、「
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
」
に
関
し
て
は
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
を
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」

と
理
解
す
る
風
潮
が
あ
り
、
太
宰
自
身
に
も
「『
聖
戦
』
と
い
ふ
大
ロ
マ
ン
チ

シ
ズ
ム
」（「
ラ
ロ
シ
フ
コ
ー
」
昭

・
７
）、「『
和
平
建
国
』
と
い
ふ
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
」（「
三
月
三
十
日
」
昭

・
４
）、「
ロ
マ
ン
を
信
じ
給
へ
。『
共

栄
』
を
支
持
せ
よ
。
信
ず
べ
き
道
、
他
に
無
し
。」（「
独
語
い
つ
時
」
昭

・

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論

五
七

）
な
ど
の
使
用
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
の
「
私
の
新
体
制
も
、
ロ

マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
発
掘
以
外
に
は
無
い
や
う
だ
。」
は
、
表
向
き
、
聖
戦
を
闘

う
国
民
の
一
人
と
し
て
の
厳
粛
な
決
意
表
明
の
よ
う
に
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。

さ
て
、「
清
貧
譚
」
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
五
年
一
一
月
の
こ
と
だ
と

い
う
が
、
こ
の
前
後
の
文
壇
の
状
況
に
目
を
向
け
る
と
、〈
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学

〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
文
学

を
巡
り
、
議
論
が
闘
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

無
署
名
「
新
潮
評
論
／
新
政
治
体
制
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」（「
新
潮
」

｜

９
、
昭

・
９
・
１
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

見
果
て
ぬ
夢
に
恋
々
た
る
思
ひ
を
よ
せ
て
、
文
学
を
く
す
ぶ
ら
せ
る
こ
と

は
最
早
ゆ
る
さ
れ
な
い
。
世
界
人
類
の
永
遠
な
る
平
和
と
い
ふ
大
き
な
夢

が
、
わ
れ
わ
れ
国
民
の
前
に
描
か
れ
た
の
だ
。
い
ま
だ
嘗
て
実
現
さ
れ
た

こ
と
の
な
い
最
も
崇
高
な
人
類
の
夢
を
、
も
う
一
度
文
学
は
率
直
に
夢
み

て
よ
い
の
だ
。
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
の
精
神
を
新
た
に
す
る
の
だ
。

先
程
も
触
れ
た
よ
う
な
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
を
〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

と
考

え
る
傍
ら
、
文
学
の
世
界
で
も
、
自
然
主
義
文
学
以
来
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
文

学

か
ら
〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
文
学

へ
の
転
換
が
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
菊
池
寛
が
、

「
少
く
と
も
文
学
者
が
と
る
可
き
新
し
い
方
向
と
し
て
、
従
来
の
現
実
主
義
偏

重
を
捨
て
、
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
精
神
へ
転
換
す
る
こ
と
は
是
非
必
要
な
こ
と
だ
と

思
ふ
」（「
都
新
聞
」
昭

・
９
・

）
と
言
え
ば
、
徳
田
秋
聲
が
、「
新
体
制



と
い
ふ
も
の
も
も
と

現
実
的
な
も
の
で
あ
る
筈
で
あ
り
、
文
学
者
が
徒
ら

に
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
に
な
れ
と
い
ふ
こ
と
は
今
日
特
に
避
け
る
べ
き
こ
と
で
あ

る
」（「
都
新
聞
」
昭

・
９
・

）
と
異
を
唱
え
た
。
宮
本
百
合
子
も
、「
リ

ア
リ
ズ
ム
と
云
へ
ば
自
然
主
義
の
系
列
の
些
末
主
義
の
範
囲
で
規
定
し
て
、
そ

こ
か
ら
の
脱
出
を
ロ
マ
ン
テ
イ
シ
ズ
ム
に
見
る
や
う
な
、
今
日
の
時
代
の
性
格

へ
の
か
ゝ
は
り
あ
ひ
か
た
に
こ
そ
、
今
日
の
文
学
の
弱
い
部
分
が
あ
ら
は
れ
て

ゐ
る
」
と
、〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
文
学

へ
走
る
こ
と
を
「
く
ひ
下
り
が
足
り

な
い
」
と
非
難
す
る
（「
帝
国
大
学
新
聞
」

、
昭

・
９
・

）。
一
方
、
岩

上
順
一
は
、「
文
学
も
、
生
活
の
あ
ら
あ
ら
し
い
血
潮
を
汲
み
と
り
な
が
ら
、

現
実
把
握
の
勇
気
あ
る
認
識
に
立
ち
な
が
ら
、
同
時
に
、
人
間
の
可
能
性
を
信

じ
、
生
活
の
積
極
的
建
設
の
た
め
の
没
我
的
熱
情
を
か
き
た
て
る
積
極
的
浪
漫

精
神
に
よ
つ
て
、
自
ら
を
強
く
甦
ら
す
べ
き
今
日
で
あ
ら
う
」
と
「
浪
漫
精
神

の
再
興
」
に
賛
成
し
て
い
る
（「
東
京
日
日
新
聞
」
昭

・

・
９
）。
ま
た
、

中
島
健
蔵
は
、
小
林
秀
雄
・
窪
川
鶴
次
郎
と
の
「
座
談
会
／
文
芸
評
論
の
課

題
」（「
文
芸
」
９
｜
１
、
昭

・
１
・
１
）
の
な
か
で
、「
浪
漫
主
義
の
問
題

が
ち
よ
い
ち
よ
い
、
あ
つ
ち
こ
ち
で
書
か
れ
て
ゐ
る
」（
窪
川
）
情
勢
に
つ
い

て
、「
レ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
或
は
ロ
マ
ン
テ
イ
シ
ズ
ム
の
問
題
で
も
も
つ
と
ハ

ツ
キ
リ
裏
付
け
る
や
う
な
実
践
を
要
求
す
る
」
と
「
イ
ズ
ム
論
」
の
み
の
無
意

味
さ
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
昭
和
一
五
年
九
月
頃
か
ら
一
六
年
二
月
頃
ま
で
新
聞
・

雑
誌
で
続
け
ら
れ
、
一
定
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
下
火

に
な
り
、
姿
を
消
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
文
壇
の
状
況
の
な
か
で
、
太
宰
は

「
清
貧
譚
」
に
お
い
て
、「
私
の
新
体
制
も
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
発
掘
以
外
に

は
無
い
や
う
だ
」
と
〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
文
学

へ
の
志
向
を
表
明
し
た
。

「
素
材
は
小
説
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
素
材
は
空
想
を
支
へ
て
く
れ
る
だ
け
で
あ

り
ま
す
」
と
い
う
「
女
の
決
闘
」（
昭

・
１

６
）
の
一
節
に
は
、
当
時
盛

ん
に
発
表
さ
れ
て
い
た
戦
争
等
現
実
に
取
材
し
た
作
品
へ
の
否
定
が
籠
め
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
考
え
併
せ
て
も
、〈
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学

で
は
な
く
〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
文
学

を
求
め
る
、
一
貫
し
た
太
宰
の
文
学
観

が
窺
え
る
。三

「
清
貧
譚
」
執
筆
・
発
表
当
時
に
お
け
る
社
会
や
文
壇
で
の
「
ロ
マ
ン
チ
シ

ズ
ム
」
の
意
味
を
考
え
た
が
、「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
発
掘
」
に
は
、
一
方
に

お
い
て
、「
私
の
新
体
制
」
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
次
に
〈
作
者

を
太
宰
治

本
人
と
考
え
、
太
宰
個
人
に
と
っ
て
「
私
の
新
体
制
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か

を
探
っ
て
み
た
い
。

「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
あ
る
い
は
「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」「
ロ
マ
ン
」「
ロ
マ
ン

ス
」
等
の
用
語
は
、
太
宰
の
作
品
に
お
い
て
〈
前
期

の
頃
か
ら
か
な
り
多
用

さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
泰
正
氏
は
、「
太
宰
に
お
け
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
語
れ

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
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と
は
（
中
略
）
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
太
宰
文
学
の
本
質
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
全

貌
そ
の
も
の
を
語
る
こ
と
に
ほ
か
な
る
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
で
は
そ
れ
ら

の
使
用
例
を
「
清
貧
譚
」
の
書
か
れ
た
〈
中
期

の
作
品
か
ら
見
て
み
よ
う
。

日
頃
の
重
苦
し
さ
を
、
一
挙
に
雲
散
霧
消
さ
せ
た
く
て
、
何
か
悪
事
を
、

死
ぬ
ほ
ど
強
烈
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
、
と
喘
ぎ
つ
つ
、
あ
こ
が
れ
求
め

て
旅
に
出
た
。（「
八
十
八
夜
」
昭

・
８
）

運
が
わ
る
い
。
ぶ
ざ
ま
だ
。
も
う
、
だ
め
だ
。
い
ま
の
あ
の
一
瞬
で
、

私
は
完
全
に
、
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
か
ら
追
放
だ
。（
同
右
）

私
ひ
と
り
で
も
よ
い
。
も
う
い
ち
ど
、
あ
の
野
望
と
献
身
の
、
ロ
マ
ン

ス
の
地
獄
に
飛
び
込
ん
で
、
く
た
ば
り
た
い
！
（「
春
の
盗
賊
」
昭

・

１
）私

は
、
ラ
ヴ
・
ロ
マ
ン
ス
を
あ
き
ら
め
ま
す
。『
五
十
円
』
と
い
ふ
題

の
貧
乏
小
説
を
書
か
う
と
思
ひ
ま
す
。（「
旅
信
」
昭

・

）

こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
、「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
と
は
、
作
者
自
身
を
思

わ
せ
る
主
人
公
に
と
っ
て
、
追
い
求
め
、
自
己
を
没
入
し
た
い
と
切
望
す
る
が
、

太
宰
治
「
清
貧
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五
九

現
実
に
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
対
象
と
し
て
現
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
を
求
め
る
主
人
公
が
、
厳
し
い
現
実
（
リ
ア
リ
ズ
ム
）

に
打
ち
負
か
さ
れ
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
作
品
が
、〈
中
期

に
は
多
く
見

ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
安
藤
宏
氏
に
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

〈
原
稿
生
活
者

と
し
て
の
〈
俗
化

へ
の
不
安
は
、「
八
十
八
夜
」
か

ら
「
東
京
八
景
」
に
至
る
ま
で
の
中
期
太
宰
文
学
に
通
底
す
る
モ
チ
ー
フ

で
も
あ
っ
た
。
過
去
の
東
京
生
活
｜
い
わ
ゆ
る
「
前
期
」
の
時
代
｜
の
回

顧
を
も
っ
て
現
在
の
〈
俗
化

を
韜
晦
し
よ
う
と
す
る
志
向
は
、「
春
の

盗
賊
」「
俗
天
使
」「

」
等
の
作
品
に
も
顕
著
だ
が
、
そ
れ
ら
は
こ
の

「
東
京
八
景
」
を
頂
点
に
、
以
後
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）
そ
れ

は
明
ら
か
に
一
つ
の
転
機
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
程
な
く
パ
ロ
デ
ィ
の
方

法
を
開
花
し
て
ゆ
く
ま
で
の
題
材
喪
失
の
危
機
は
、「
風
の
便
り
」
等
の

作
品
群
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
東
京
八
景
」
は
、「
清
貧
譚
」
と
同
じ
く
昭
和
一
六
年
一
月
の
発
表
だ
が
、

執
筆
は
一
五
年
七
月
と
、
約
四
ヶ
月
早
い
。
以
後
の
太
宰
は
、「
風
の
便
り
」

（
昭

・

）、「
秋
」（
昭
・

・

）、「
旅
信
」（
昭

・

）
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
作
家
と
し
て
の
危
機
を
迎
え
た
と
い
う
。
で
は
こ
の
〈
危
機

と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

「
風
の
便
り
」（「
秋
」「
旅
信
」
も
含
め
て
「
風
の
便
り
」
と
総
称
す
る
）
は
、



「
二
十
年
間
、
恥
づ
か
し
い

せ
た
小
説
を
、
や
つ
と
三
十
篇
ば
か
り
発
表
」

し
た
群
小
作
家
の
木
戸
と
、
木
戸
が
二
十
年
来
尊
敬
し
て
き
た
「
大
作
家
」
井

原
と
の
往
復
書
簡
か
ら
成
る
。
木
戸
は
井
原
に
自
ら
の
作
家
と
し
て
の
行
き
詰

ま
り
を
暗
に
時
代
の
せ
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
訴
え
る
が
、「
書
き
た
い
け
れ

ど
も
書
け
な
く
な
つ
た
と
い
ふ
の
は
嘘
で
、
君
に
は
今
、
書
き
た
い
も
の
が
な

ん
に
も
無
い
の
で
せ
う
」
と
「
本
質
的
な
危
機
」
を
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
木
戸

は
、「
シ
ヨ
パ
ン
」（
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
）
に
憧
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
山
上
憶
良
」（
リ
ア
リ
ズ
ム
）
で
し
か
な
い
自
分
自
身
へ
の
嫌
悪
感
を
も
訴
え

る
。
や
が
て
作
品
を
執
筆
す
る
た
め
温
泉
に
出
掛
け
た
木
戸
は
、
ま
っ
た
く
仕

事
が
で
き
ず
、「
ラ
ヴ
・
ロ
マ
ン
ス
」
と
も
程
遠
い
境
地
に
自
ら
を
見
出
す
。

井
原
に
会
っ
て
み
る
と
「
水
蓮
の
や
う
に
美
し
」
く
、「
野
暮
」
な
木
戸
と
は

別
人
種
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
木
戸
は
井
原
の
世
界
を
諦
め
、
現
実
の
自
分
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
世
界
（「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」）
の
話
を
書
く
こ
と
で
、
自
分
自

身
を
表
現
し
て
い
く
道
を
選
ぶ
。
一
方
、
井
原
の
目
に
映
っ
た
木
戸
は
、
何
を

す
る
に
し
て
も
「
仕
事
に
直
接
、
役
立
つ
や
う
に
じ
た
ば
た
工
夫
し
て
ゐ
る
」

人
物
で
あ
っ
た
。
ラ
ス
ト
の
井
原
の
手
紙
に
よ
っ
て
、
ロ
マ
ン
ス
を
書
き
た
い

が
た
め
に
狂
奔
し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
生
き
る
作
家
・
木
戸
の
姿
が
、
読
者
の
前

に
曝
さ
れ
る
。

「
東
京
八
景
」
の
後
、
一
五
年
九
月
に
「
き
り
ぎ
り
す
」（
昭

・

）
が
執

筆
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
「
風
の
便
り
」
ま
で
は
、「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
を
は
じ

め
、
リ
ア
リ
ズ
ム
が
影
を
ひ
そ
め
て
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
表
面
に
出
た
よ
う

な
、
明
る
い
調
子
の
作
品
が
目
立
つ
。「
風
の
便
り
」
に
は
「
書
き
た
い
も
の

が
な
ん
に
も
無
い
」
こ
と
に
悩
む
木
戸
の
姿
が
描
か
れ
、
安
藤
氏
の
言
う
ご
と

く
、
こ
の
期
に
お
け
る
作
者
の
題
材
喪
失
へ
の
危
機
感
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
野
暮
な
俗
人
と
い
ふ
し
つ
ぽ
が
、
い
つ
ま
で
も
く
つ
つ
い
て
ゐ
て
、『
作
家
』

と
い
ふ
一
天
使
に
浄
化
す
る
事
が
ど
う
し
て
も
出
来
ま
せ
ん
」
と
、
木
戸
は
ど

こ
ま
で
も
リ
ア
リ
ズ
ム
を
生
き
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
丸
宣
明
氏
が
、

「
彼
（
木
戸
｜
引
用
者
注
）
は
よ
う
や
く
に
し
て
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
成
立
可

能
な
時
空
を
見
い
だ
す
。
そ
こ
は
、
現
実
と
切
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
現
実
の

侵
食
を
受
け
得
な
い
の
だ
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
を
作

品
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
木
戸
は
自
ら
の
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
。

「
東
京
八
景
」
以
前
の
作
品
で
、〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
追
い
求
め
る
作
家
の

姿

を
繰
り
返
し
描
い
て
き
た
太
宰
だ
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
「
風
の
便
り
」

の
木
戸
は
一
歩
前
進
し
た
存
在
だ
。
現
実
生
活
に
お
い
て
自
分
が
リ
ア
リ
ズ
ム

を
生
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
了
承
し
た
う
え
で
、
描
く
作
品
世
界
に
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
を
追
及
し
よ
う
と
動
き
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

「
清
貧
譚
」
に
は
「
私
の
新
体
制
」
と
し
て
の
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
発

掘
」
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。「
私
」
を
太
宰
と
考
え
る
な
ら
ば
、「
新
体
制
」
は
、

「
東
京
八
景
」
に
よ
り
〈
前
期

を
整
理
し
て
以
後
の
、
心
機
一
転
、
作
家
と

し
て
の
新
し
い
出
発
を
意
味
す
る
。
既
に
見
た
「
春
の
盗
賊
」「
八
十
八
夜
」

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論

六
〇



等
の
よ
う
に
、「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
を
追
い
求
め
る
作
家
の
姿
を
描
く
の
で

は
な
く
、
作
品
そ
の
も
の
の
な
か
で
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
を
「
発
掘
」
し
て

い
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
素
材
と
さ
れ
た
の
は
、「
現
実
と
切
れ
て

い
る
が
ゆ
え
に
、
現
実
の
侵
食
を
受
け
得
な
い
」、『
聊
斎
志
異
』
の
世
界
だ
っ

た
。「

風
の
便
り
」
に
見
ら
れ
る
危
機
脱
出
の
試
み
は
、
既
に
、「
清
貧
譚
」
の
時

点
か
ら
太
宰
の
な
か
に
芽
生
え
て
い
た
と
い
え
る
。

四

さ
て
、
こ
れ
ま
で
冒
頭
部
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
が
、
次
に
、「
清
貧
譚
」
の

物
語
本
文
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。
太
宰
が
参
照
し
た
と
い
う
『
聊
斎
志

異
』（
公
田
連
太
郎
註
・
田
中
貢
太
郎
訳
、
昭
４
・

・

、
北
隆
堂
書
店
）

収
載
の
「
黄
英
」
も
意
識
し
つ
つ
、
才
之
助
、
三
郎
、
黄
英
の
生
き
様
を
整
理

す
る
こ
と
と
す
る
。

才
之
助
か
ら
順
に
見
て
い
こ
う
。
才
之
助
は
、「
ひ
ど
く
貧
乏
」
だ
が
「
佳

い
菊
の
苗
が
在
る
と
聞
け
ば
、
ど
の
や
う
な
無
理
算
段
を
し
て
も
、
必
ず
之
を

買
ひ
求
め
」
る
ほ
ど
の
「
菊
気
違
ひ
」
で
あ
っ
た
。
ひ
た
す
ら
菊
作
り
に
打
ち

込
み
、
三
郎
と
の
初
対
面
の
際
に
は
、「
私
の
家
の
菊
を
、
い
ち
ど
御
覧
に
な

ら
な
く
ち
や
い
け
ま
せ
ん
」
と
断
固
主
張
し
て
無
理
に
も
連
れ
帰
る
な
ど
、
そ

の
腕
前
に
も
自
信
を
見
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
黄
英
・
三
郎
に
巡
り
会
う
以
前

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論

六
一

の
才
之
助
は
、
貧
し
く
と
も
そ
れ
を
苦
に
せ
ず
、
菊
を
愛
す
る
自
分
の
生
活
に

あ
る
程
度
満
足
し
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
だ
。

だ
が
そ
の
菊
作
り
へ
の
自
信
は
、
三
郎
の
出
現
に
よ
っ
て
大
き
く
揺
ら
ぐ
こ

と
に
な
る
。
初
め
て
三
郎
に
会
っ
た
場
面
で
、「
菊
は
苗
の
良
し
悪
し
よ
り
も
、

手
当
て
の
仕
方
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
、
才
之
助
は
、「
私
は
、
や
つ
ぱ
り
苗
が

良
く
な
く
ち
や
い
け
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
ん
で
す
が
」
と
「
該
博
な
る
菊
の
知

識
」
で
反
論
す
る
。
し
か
し
、「
並
々
な
ら
ぬ
深
い
経
験
が
感
取
せ
ら
れ
る
」

三
郎
の
「
簡
単
な
疑
問
の
呟
き
」
に
は
圧
倒
さ
れ
、「
泣
き
声
」
で
「
理
論
な

ん
て
、
ば
か
ら
し
い
」
と
言
う
し
か
無
い
。
そ
れ
で
は
と
、
実
際
に
自
分
が
作

っ
た
菊
を
見
せ
る
た
め
姉
弟
を
自
宅
に
招
く
が
、「
菊
の
花
は
、
あ
き
ら
か
に

才
之
助
の
負
け
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
菊
作
り
に
関
し
て
は
、
理
論
・
実
践
と

も
に
三
郎
に
か
な
わ
な
い
の
だ
。
世
話
の
仕
方
よ
り
も
苗
の
良
し
悪
し
に
こ
だ

わ
る
才
之
助
は
、
生
来
の
素
質
を
重
視
す
る
人
間
だ
と
も
言
え
る
が
、「
天

才
」
の
三
郎
に
引
き
比
べ
、
自
分
が
「
鈍
才
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
他
は

な
い
。
原
典
の
陶
三
郎
も
「
種
に
佳
く
な
い
と
云
ふ
種
は
な
い
の
で
す
が
、
作

る
の
は
人
に
あ
る
の
で
す
か
ら
」
と
三
郎
同
様
の
発
言
を
し
て
い
る
が
、
菊
好

き
の
馬
子
才
と
親
し
く
な
る
き
っ
か
け
と
し
て
さ
ら
り
と
描
か
れ
て
お
り
、

「
天
才
」「
鈍
才
」
と
い
う
図
式
化
も
太
宰
の
創
作
で
あ
る
。

ま
た
、
黄
英
・
三
郎
と
の
確
執
の
原
因
と
な
る
「
清
貧
」
主
張
は
、
才
之
助

が
自
身
の
「
鈍
才
」
を
自
覚
し
て
い
く
過
程
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で



き
な
い
。
そ
も
そ
も
「
ひ
ど
く
貧
乏
」
で
あ
り
な
が
ら
「
佳
い
菊
の
苗
」
を
入

手
す
る
た
め
な
ら
「
ど
の
や
う
な
無
理
算
段
」
を
も
厭
わ
な
い
と
い
う
才
之
助

を
、「
清
貧
」
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。「
祖
先
か
ら
の
多
少
の
遺
産
」
を
頼
り

に
生
活
し
裕
福
と
は
言
え
な
い
才
之
助
が
、
苗
に
拘
る
菊
作
り
を
す
る
た
め
に

は
、
元
よ
り
贅
沢
な
ど
望
む
べ
く
も
無
か
っ
た
は
ず
だ
。
慎
ま
し
や
か
な
日
常

は
、
意
志
的
な
「
清
貧
」
と
い
う
よ
り
も
、
余
儀
な
く
さ
れ
た
貧
乏
だ
っ
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
一
方
、
三
郎
は
、
才
之
助
の
捨
て
た
「
屑
の
苗
」

か
ら
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
菊
に
よ
り
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
、
菊
を

め
ぐ
っ
て
の
金
銭
の
流
れ
は
才
之
助
と
ち
ょ
う
ど
逆
だ
。
成
長
し
た
菊
を
金
銭

に
換
え
る
換
え
な
い
を
さ
て
置
い
た
と
し
て
も
、
高
価
な
苗
を
使
用
す
る
才
之

助
が
、
自
分
の
捨
て
た
屑
を
使
用
す
る
三
郎
に
劣
る
の
だ
か
ら
、
完
全
な
敗
北

の
事
実
が
存
在
す
る
。
才
之
助
の
「
清
貧
」
主
張
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
で
展
開
さ
れ
て
い
く
。

菊
を
売
っ
て
金
銭
を
得
る
と
い
う
三
郎
の
提
案
に
猛
反
発
し
た
の
は
、
そ
の

朝
の
出
来
事
に
よ
り
「
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
て
ゐ
」
た
勢
い
の
せ
い
に
見
え

た
り
、
大
邸
宅
の
建
築
に
お
よ
ん
で
姉
弟
と
再
絶
交
し
よ
う
と
す
る
が
、
好
ま

し
く
思
う
黄
英
と
の
縁
談
に
よ
り
忘
れ
た
よ
う
に
う
や
む
や
に
し
た
り
、「
男

の
意
地
」
で
「
結
納
の
お
金
も
無
い
し
、
妻
を
迎
へ
る
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
っ
た
り
（
本
心
で
は
な
く
「
へ
ん
な
議
論
」
と
表
現
さ
れ
る
）、「
言
葉
の

行
き
が
か
り
」
か
ら
黄
英
と
別
居
す
る
は
め
に
立
ち
至
っ
た
り
｜
、
こ
れ
ら
の

箇
所
か
ら
は
、
才
之
助
の
行
動
が
、
表
面
的
に
は
「
深
く
清
貧
に
志
し
て
」
い

る
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
確
固
た
る
信
念
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
描
か

れ
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
清
貧
」
よ
り
も
男
子
と
し
て
の
体
面
の

方
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
の
だ
。
鈴
木
二
三
雄
氏
、
大
野
正
博

氏
ら
は
、
原
典
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
「
菊
と
清
貧
と
淵
明
と
の
関
係
」
に

「
清
貧
譚
」
で
は
触
れ
て
い
な
い
点
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
才
之
助
の
「
清

貧
」
は
確
か
に
そ
の
よ
う
な
崇
高
な
思
想
に
根
差
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
剛

情
」
の
域
を
出
な
い
。
菊
作
り
に
お
け
る
三
郎
へ
の
劣
等
感
を
払
拭
す
る
た
め

の
、
言
い
訳
め
い
た
色
彩
が
濃
い
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
清
貧
」
を
完
全
に
放
棄
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
掛
小
屋
で
の
別
居
の
一

件
が
あ
る
。
黄
英
と
口
論
の
末
、「
ば
か
な
事
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
後
悔

し
つ
つ
掛
小
屋
に
移
っ
た
才
之
助
は
、「
寒
さ
に
震
へ
な
が
ら
正
座
」
し
て
過

ご
す
。
こ
の
時
に
は
既
に
菊
作
り
を
続
け
て
い
る
の
か
ど
う
か
も
定
か
で
な
く
、

「
二
晩
そ
こ
で
清
貧
を
楽
し
ん
で
い
た
ら
、
ど
う
に
も
寒
く
て
、
た
ま
ら
な
く

な
つ
て
」
我
が
家
へ
舞
い
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
は
「
茅
屋
」
に
平
気
で

暮
ら
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
掛
小
屋
で
の
冷
気
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

不
思
議
な
感
じ
が
す
る
。
そ
の
一
番
の
原
因
は
、
こ
の
間
、
才
之
助
の
菊
作
り

へ
の
自
信
が
挫
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
一
事
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
姉
弟
に
巡
り
会
う
以
前
の
才
之
助
は
、
貧
し
く
と
も
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菊
作
り
に
熱
中
し
、
自
分
の
菊
に
自
信
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
し
か
し
三

郎
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
才
之
助
は
自
分
が
菊
に
関
し
て
「
鈍
才
」
で
あ

る
こ
と
を
知
る
。
元
来
素
質
を
重
視
す
る
才
之
助
は
、
三
郎
の
「
天
才
」
を
目

の
当
た
り
に
し
、
自
分
の
菊
作
り
に
疑
問
を
抱
き
始
め
て
い
た
。
別
居
の
際
、

菊
を
作
る
で
も
な
く
「
正
座
し
て
」
過
ご
し
た
の
は
そ
の
た
め
だ
。
独
身
時
代

と
同
じ
よ
う
な
粗
末
な
家
に
住
ん
で
い
て
も
、
菊
の
無
い
生
活
を
始
め
て
み
る

と
、
現
実
の
冷
気
は
才
之
助
の
身
に
沁
み
始
め
た
。
菊
を
換
金
し
て
こ
な
か
っ

た
の
は
、
純
粋
に
愛
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
面
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ

よ
り
も
、
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
顧
み
る
余
裕
も
な
い
ほ
ど
菊
に
熱
中
し
て
い

た
と
い
う
の
が
実
情
で
、
あ
ん
な
に
も
喧
し
く
主
張
す
る
ほ
ど
、
明
確
な
意
志

を
も
っ
て
「
清
貧
」
生
活
を
送
っ
て
い
た
訳
で
は
無
い
。「
清
貧
」
と
は
、
唯

一
誇
れ
る
も
の
だ
っ
た
菊
作
り
へ
の
自
信
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

く
過
程
で
、
精
神
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
才
之
助
が
、
苦
し
紛
れ
に
「
剛
情
」
を

張
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
あ
な
た
の
潔
癖
も
、
あ
て
に
な
り
ま
せ
ん
わ
ね
。」
と
言
わ
れ
て
黄
英
の
元

へ
戻
っ
た
時
、
才
之
助
は
、
自
身
を
「
深
く
恥
ぢ
」
る
。
そ
し
て
、「
近
所
の

者
と
将
棋
ば
か
り
」
の
生
活
を
始
め
、
菊
作
り
も
止
め
て
し
ま
う
。
か
つ
て
三

郎
に
、「
お
の
れ
の
愛
す
る
花
を
売
つ
て
米
塩
の
資
に
す
る
等
と
は
、
も
つ
て

の
他
で
す
。
菊
を
陵
辱
す
る
と
は
、
こ
の
事
で
す
。」
と
言
い
放
っ
た
才
之
助

だ
が
、
こ
の
一
件
を
契
機
に
、「
い
の
ち
が
け
」
で
真
正
面
か
ら
菊
に
取
り
組
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む
三
郎
に
比
べ
、
中
途
半
端
な
才
能
で
「
趣
味
」
に
菊
作
り
を
す
る
こ
と
こ
そ

が
「
菊
を
陵
辱
す
る
」
こ
と
に
な
る
と
気
が
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
。
自
身
の

「
鈍
才
」
を
認
め
た
く
な
い
ば
か
り
に
「
清
貧
」
を
持
ち
出
し
た
も
の
の
、
本

来
そ
れ
は
才
之
助
に
と
っ
て
た
い
し
て
重
要
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
真
に
向

き
合
う
べ
き
問
題
は
、
自
身
の
「
鈍
才
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
気
づ
き
「
清
貧
」
な
ど
持
ち
出
し
た
自
分
自
身
を
「
深
く
恥
ぢ
た
」
か
ら
こ

そ
、
き
っ
ぱ
り
と
菊
作
り
を
や
め
た
の
だ
。

才
之
助
と
対
照
的
な
の
が
三
郎
で
あ
る
。
三
郎
は
最
初
、
才
之
助
に
自
宅
へ

招
か
れ
て
も
「
い
ま
の
私
た
ち
は
、
菊
の
花
ど
こ
ろ
で
は
無
か
つ
た
」
と
乗
り

気
で
は
な
く
、
才
之
助
の
納
屋
に
落
ち
着
い
て
か
ら
も
、
黄
英
の
手
で
逃
が
さ

れ
た

馬
に
対
し
て
強
い
執
着
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
黄
英
に
「
こ
の
荒

さ
れ
た
菊
畑
を
、
す
ぐ
に
手
入
れ
し
て
お
あ
げ
な
さ
い
よ
」
と
言
わ
れ
、「
深

い
溜
息
を
つ
い
て
」「
渋
々
」
重
い
腰
を
上
げ
菊
作
り
に
手
を
染
め
る
。
つ
ま

り
三
郎
は
、
黄
英
に
促
さ
れ
な
け
れ
ば
、
菊
作
り
に
よ
っ
て
生
活
の
糧
を
得
る

の
で
は
な
く
、

馬
を
頼
り
に
何
か
別
の
方
法
で
生
活
し
た
い
と
考
え
て
い
た

の
だ
。
こ
の
よ
う
な

馬
の
一
件
お
よ
び
三
郎
の
菊
作
り
へ
の
躊
躇
は
原
典
に

は
な
い
。
だ
が
一
旦
菊
作
り
を
す
る
と
決
め
た
後
に
は
、
才
之
助
の
反
発
に
遭

っ
て
も
、「
天
か
ら
貰
つ
た
自
分
の
実
力
で
米
塩
の
資
を
得
る
事
は
、
必
ず
し

も
富
を
む
さ
ぼ
る
悪
業
で
は
無
い
」
と
の
信
念
で
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
財

を
築
く
。
鴇
田
亨
氏
は
、「
清
貧
譚
」
で
は
「
菊
の
精
の
不
思
議
を
語
る
原
話



の
部
分
が
、
極
力
削
除
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、
三
郎
自
身
、
自
ら
の
菊

作
り
に
お
け
る
卓
抜
し
た
能
力
を
才
之
助
と
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

私
の
菊
作
り
は
、
い
の
ち
が
け
で
、
之
を
美
事
に
作
つ
て
売
ら
な
け
れ

ば
、
ご
は
ん
を
い
た
だ
く
事
が
出
来
な
い
の
だ
と
い
ふ
、
そ
ん
な
せ
つ
ぱ

つ
ま
つ
た
気
持
で
作
る
か
ら
、
花
も
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思

は
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
や
う
に
、
趣
味
で
お
作
り
に
な
る
方
は
、
や
は
り

好
奇
心
や
、
自
負
心
の
満
足
だ
け
な
の
で
す
か
ら
。

菊
の
精
と
し
て
の
霊
力
に
よ
り
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
よ
り
は
、
要
は
心
構
え
・
生
き
る
姿
勢
の
問
題
だ
と
の
見
解
で
あ
る
。
ま
た

三
郎
は
、
原
典
の
よ
う
に
、
行
商
に
出
た
先
で
店
を
構
え
て
商
売
し
た
り
、
菊

作
り
を
止
め
て
「
棋
を
や
つ
た
り
酒
を
飲
ん
だ
り
」
し
て
暮
ら
し
た
り
は
せ
ず
、

「
一
生
あ
そ
ん
で
暮
せ
る
」
だ
け
の
財
産
が
で
き
た
と
き
、「
む
や
み
に
金
を
欲

し
が
つ
て
も
い
け
な
い
」
と
の
自
身
の
言
葉
通
り
、
菊
作
り
を
や
め
、
菊
の
花

へ
と
戻
っ
て
い
く
。
才
之
助
と
は
対
極
を
な
す
、
終
始
一
貫
し
た
潔
い
生
き
方

だ
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
黄
英
に
関
し
て
前
掲
鴇
田
氏
は
、
原
典
の
「
自
己
主
張
の
強
い
黄

英
」
が
、「
清
貧
譚
」
で
は
、「
才
之
助
の
個
性
と
ぶ
つ
か
る
女
性
」
で
は
な
く
、

「
才
之
助
に
、
や
さ
し
く
寄
り
添
う
女
性
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
黄
英
は
、
才
之
助
を
気
に
入
り
、
自
ら

馬
を
逃
が
す
こ
と
に
よ
っ

て
三
郎
に
菊
作
り
を
さ
せ
て
、
結
婚
生
活
の
地
盤
を
整
え
た
。
そ
し
て
「
あ
な

た
が
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
清
貧
に
志
し
て
居
ら
れ
る
と
は
存
じ
寄
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
才
之
助
の
「
清
貧
」
の
内
実
を
見
抜
き
、
物
質
的
に
も
夫
を
支
え
る
。

原
典
の
黄
英
は
弟
同
様
菊
の
精
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
し
て
菊
作
り
に
携
わ
る

が
、「
清
貧
譚
」
の
黄
英
は
生
涯
「
ふ
つ
う
の
女
体
の
ま
ま
」
で
あ
る
な
ど
、

〈
才
之
助
の
妻
で
人
間
の
女
性

と
し
て
の
生
き
方
を
貫
く
。
つ
ま
り
黄
英
は

「
菊
の
精
」
と
し
て
は
死
ん
だ
も
同
じ
で
あ
り
、
ラ
ス
ト
の
「
哀
し
い
菊
の
精

の
黄
英
」
と
い
う
表
現
に
は
そ
れ
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
三
郎
は
人
間

と
し
て
の
死
に
よ
っ
て
自
身
の
生
き
方
を
貫
き
、
黄
英
は
弟
と
は
逆
に
菊
の
精

で
あ
る
こ
と
を
捨
て
生
涯
人
間
と
し
て
生
き
た
。
三
郎
・
黄
英
は
「
菊
の
精
」

で
あ
り
、「
菊
気
違
ひ
」
だ
っ
た
才
之
助
に
と
っ
て
は
、
神
に
も
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
存
在
だ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
う
い
う
二
人
で
さ
え
、「
剛
情
」
な
ど
と
い
う

レ
ベ
ル
で
は
な
い
一
貫
し
た
生
き
方
を
す
る
た
め
に
は
、
死
ぬ
ほ
ど
の
覚
悟
が

必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
才
之
助
の
到
達
点
は
、
必
ず
し
も
こ
の
二
人
と
遠
く
隔
た
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
黄
英
の
い
う
「
ま
る
で
考
へ
か
た
が
、
あ
べ
こ
べ
」
と
は
、「
剛

情
」
を
張
っ
て
い
た
時
の
才
之
助
に
向
け
ら
れ
た
指
摘
で
、
菊
を
心
か
ら
愛
す

る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
才
之
助
の
気
持
ち
も
真
剣
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
身
の
中
途
半
端
な
才
能
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
時
、
菊
作
り
を
き
っ
ぱ

り
と
止
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
し
、
菊
を
真
剣
に
愛
す
る
才
之
助
の
本
質
を
見
抜

い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
黄
英
も
才
之
助
を
好
き
に
な
っ
た
の
だ
。
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お
わ
り
に

「
清
貧
」
が
才
之
助
の
信
念
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
こ
の
作
品
は
、

こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
見
て
き
た
よ
う
に
、「
清
貧
」
と
は
、
才

之
助
が
〈
菊
作
り
を
や
め
る

と
い
う
決
断
を
下
す
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、

そ
れ
以
前
の
自
己
を
正
当
化
す
る
た
め
に
持
ち
出
し
た
苦
し
紛
れ
の
主
張
だ
。

真
の
問
題
は
菊
作
り
を
続
け
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と

向
き
合
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
議
論
で
、
才
之
助
の
心
の
揺

れ
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
原
典
「
黄
英
」
が
「
清
貧
譚
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
書
き
換
え
ら
れ
た
の
は
、
太
宰
の
視
点
が
そ
う
い
う
才

之
助
の
自
己
認
識
の
過
程
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

〈
作
者

太
宰
治
に
引
き
付
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
の
「
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
」
を
望
み
敗
れ
る
主
人
公
達
を
描
く
こ
と
に
は
「
東
京
八
景
」
で
区

切
り
を
つ
け
た
。
作
家
と
い
う
の
は
「
例
外
な
し
に
実
に
く
だ
ら
な
い
人
間
」

（「
風
の
便
り
」）
で
あ
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
生
き
る
存
在
だ
。
し
か
し
そ
う
い

う
作
家
の
姿
そ
の
も
の
を
作
品
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
対
極
に
あ
る

「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
の
世
界
を
描
い
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
｜
太
宰
に

と
っ
て
そ
れ
が
「
私
の
新
体
制
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

の
発
掘
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
才
之
助
も
菊
作
り
に
敗
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
や
は
り
一
度
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
突
き
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
そ

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論

六
五

れ
を
了
承
し
思
い
切
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
世
界
に
生
き
始

め
、
新
た
な
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
を
「
発
掘
」
し
て
い
く
の
だ
。

で
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
才
之
助
の
生
き
始
め
た
世
界
は
、
い
っ
た
い
何
を

意
味
す
る
の
か
。
塚
越
和
夫
氏
は
、
太
宰
が
「
古
典
や
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
世
界

へ
入
り
込
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
単
に
パ
ロ
デ
ィ
に
よ
っ
て
自
己
を
語
る
と

い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
や
は
り
『
い
ま
』
の
否
定
と
い
う
姿
勢
が
読
み
取

れ
る
」
と
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

太
宰
の
「
い
ま
」
と
「
こ
こ
」
と
の
否
定
は
、『
お
伽
草
紙
』
の
「
浦

島
さ
ん
」
に
代
表
さ
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
幻
想
に
ま
で
至
り
着
く
。「
瘤
取

り
」
に
お
け
る
「
山
」
も
、「
舌
切
雀
」
の
「
雀
の
お
宿
」
も
、
ユ
ー
ト

ピ
ア
と
い
う
点
で
は
同
様
で
あ
ろ
う
。『
津
軽
』
の
「
運
動
会
」
の
場
面

も
、
確
か
に
場
所
は
現
実
に
存
在
す
る
に
せ
よ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
ふ
さ
わ

し
く
、
無
風
無
憂
の
世
界
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
は
、
活
気
に
満
ち
て

は
い
な
い
し
、
激
し
さ
も
そ
こ
に
は
存
在
し
な
い
。
当
然
、
な
ん
と
し
て

も
生
き
抜
こ
う
と
い
う
意
欲
の
不
足
し
た
世
界
な
の
だ
。

菊
作
り
を
や
め
た
才
之
助
の
生
活
も
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

『
お
伽
草
紙
』
に
ま
で
続
い
て
い
く
こ
れ
ら
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
は
、
社
会
的
な

規
範
に
照
射
し
て
幸
不
幸
が
測
れ
る
類
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
。
し
か
し
、
労
働
も
信
条
も
夢
さ
え
も
｜
人
が
何
も
求
め
ら
れ
な
い
・
求
め

よ
う
と
し
な
い
境
地
を
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
し
て
太
宰
が
描
き
続
け
た
こ
と
の



背
景
に
は
、
戦
局
が
深
刻
さ
を
増
し
規
制
さ
れ
て
い
く
ば
か
り
の
現
実
生
活
の

存
在
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
が
ん
じ
が
ら
め
の
現
実
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
正
反
対
と
も
い
え
る
世
界
が
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
し
て
存
在

し
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
清
貧
譚
」
に
は
、
後
の
太
宰
の
翻
案
小
説

群
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
要
素
が
、
多
分
に
籠
め
ら
れ
て
い
る
。「
清
貧

譚
」
以
前
の
翻
案
物
で
あ
る
「
女
の
決
闘
」（
昭

・
１

６
）
は
、
森

外

訳
「
女
の
決
闘
」
本
文
を
並
置
す
る
か
た
ち
で
物
語
が
進
め
ら
れ
る
特
異
な
形

式
の
作
品
で
あ
り
、「
盲
人
独
笑
」（
昭

・
６
）
も
他
の
翻
案
物
と
は
大
き
く

異
な
る
。
冒
頭
に
お
い
て
「
私
の
新
体
制
」
を
標
榜
し
た
「
清
貧
譚
」
は
、
原

典
の
枠
組
を
借
り
な
が
ら
独
自
の
テ
ー
マ
を
盛
り
込
み
別
個
の
作
品
を
創
造
し

て
い
く
、『
新
釈
諸
国
噺
』『
お
伽
草
紙
』
各
編
へ
と
花
開
い
て
い
く
翻
案
小
説

群
の
、
一
つ
の
出
発
点
と
な
っ
た
作
品
だ
と
い
え
よ
う
。

注

相
馬
正
一
「
一
四
、
戦
時
下
の
創
作
活
動
」（『
評
伝

太
宰
治
』
下
巻
所
収
、
二

○
六
頁
、
平
７
・
２
・

、
津
軽
書
房
）

山
内

史
「
解
題
」（『
太
宰
治
全
集
』
第
四
巻
所
収
、
三
七
二
頁
、
平
１
・

・

、
筑
摩
書
房
）

佐
藤
泰
正
「
太
宰
治
に
お
け
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
｜
『
魚
服
記
』
よ
り
『
斜
陽
』

ま
で
」（「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」

｜
４
、
昭

・

・
１
）

安
藤
宏
「『
東
京
八
景
』
試
論
｜
作
品
論
の
た
め
に
｜
」（「
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
」

｜
６
、
昭

・
６
・
１
）

山
内

史
「
解
題
」（『
太
宰
治
全
集
』
第
三
巻
所
収
、
四
四
三
頁

四
四
六
頁
、

平
１
・

・

、
筑
摩
書
房
）

中
丸
宣
明
「『
誰
』
論
」（「
太
宰
治
研
究
」
７
、
平

・
２
・

）

注

に
同
じ
。

鈴
木
二
三
雄
「
太
宰
治
と
中
国
文
学
（
二
）」（「
立
正
大
学
国
語
国
文
」
７
、
昭

・
３
・

）

大
野
正
博
「
聊
斎
志
異
『
黄
英
』
の
研
究
｜
太
宰
治
『
清
貧
譚
』
と
の
比
較
に
よ

る
作
意
の
考
察
｜
」（「
集
刊
東
洋
学
」

、
昭

・
５
・

）、「『
清
貧
譚
』
論
」

（「
太
宰
治
研
究
」
７
、
平

・
２
・

）

注

に
同
じ
。

鴇
田
亨
「
太
宰
治
『
清
貧
譚
』
論
」（「
言
文
」

、
平
５
・
１
・

）

注

に
同
じ
。

注

前
掲
大
野
論
文
、
村
松
定
孝
「
太
宰
治
と
中
国
文
学
｜
『
清
貧
譚
』
と
『
竹

青
』
に
つ
い
て
｜
」（「
比
較
文
学
年
誌
」
５
、
昭

・
３
・

）、
木
村
小
夜
「
清

貧
譚
（
全
作
品
事
典
）」（
東
郷
克
美
編
『
太
宰
治
事
典
』
所
収
、
五
九
頁

六
〇
頁
、

平
７
・
５
・

、
学
燈
社
）
な
ど
が
こ
の
立
場
を
取
る
。

塚
越
和
夫
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
（
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
）」（
東
郷
克
美
編
『
太
宰

治
事
典
』
所
収
、
一
五
八
頁

一
五
九
頁
、
平
７
・
５
・

・
学
燈
社
）

〔
附
記
〕本

稿
で
引
用
し
た
太
宰
治
の
文
章
は
、
山
内

史
編
『
太
宰
治
全
集
』
全
一
二

巻
・
別
巻
一
（
平
１
・
６
・

平
４
・
４
・

、
筑
摩
書
房
）
に
よ
っ
た
。
ま
た
、

人
名
を
除
き
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。

太
宰
治
「
清
貧
譚
」
論
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